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松 山 大 学 論 集
第 ２１ 巻 第 ４ 号 抜 刷











































































































































































































































































































































































































































































































































































７０ 松山大学論集 第２１巻 第４号
はなく，〈科学を備えた求道者〉を目指さなくてはならない。
注
１）エンゲルス『空想から科学への社会主義の発展』大月書店，８４頁。
２）マルクス・エンゲルス全集，大月書店，第１３巻６頁～７頁。「受容する」は河上肇によ
る。
３）野田良之「基本的人権の思想史的背景」。『基本的人権』東京大学出版会，第３巻，６頁。
４）尾高朝雄『実定法秩序論』岩波書店，３５頁。『法の窮極に在るもの』有斐閣，１９２頁～
１９３頁。
５）平野義太郎「法律に於ける階級闘争」。『文献研究 マルクス主義法学』戦前，日本評論
社，３頁。
６）カール・ポラニー『大転換』東洋経済新報社，２０７頁。
７）小泉信三『共産主義批判の常識』講談社，１１４頁，８３頁，８２頁。
８）松尾敬一『法理論と社会の変遷』有斐閣，１３９頁～１４０頁。
９）ピエール・フランク『第四インターナショナル小史』新時代社，３７頁。
１０）藤田勇『自由・平等と社会主義』青木書店，４６３頁。
１１）渓内謙『現代社会主義の省察』岩波書店，２７７頁，６３頁，２９１頁。
１２）H・ツァゴロフ『社会主義経済学』協同産業出版部，上，２２３頁。
１３）聴濤弘『カール・マルクスの弁明』大月書店，１７４頁，１９３頁。
１４）プレオブラジェンスキー『新しい経済』現代思潮社，２４１頁。
１５）村岡到『社会主義はなぜ大切か』社会評論社，１４５頁。
１６）平山郁夫「朝日新聞」２００９年８月３日。
村岡到の関連著作
A １９９６年 『原典・社会主義経済計算論争』（編集・解説）ロゴス
B １９９９年 『協議型社会主義の模索』社会評論社
C ２００１年 『連帯社会主義への政治理論』五月書房
D ２００３年 『生存権・平等・エコロジー』白順社
E ２００５年 『社会主義はなぜ大切か――マルクスを超える展望』社会評論社
F ２００７年 『悔いなき生き方は可能だ――社会主義がめざすもの』ロゴス
G ２００８年 『閉塞時代に挑む――生存権・憲法・社会主義』ロゴス
H ２０１０年 『生存権所得――憲法１６８条を活かす』社会評論社
千石理論との対話 ７１
